
平面運動の速度・加速度
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第１章　平面内の運動
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(1) 矢印で表すことができる、大きさと向きをもった量。

(2) 位置を表す（1）。

(3) 原点、x軸、y軸を定めたときに、位置ベクトルを表す成分。

(4) ある点からある点まで移動した時に、どれだけ移動したかを表す量。

(5) ある時間に進んだ距離（変位）を時間で割ったもの。

(6) （5）において、わる時間を限りなく小さくしていくときの極限の値。

(7) 異なる2つの速度を、ベクトルを用いて合成したときの速度。

(8) （7）を求めること。

(9) 1つの速度を2つの速度に分けて考えること。

(10) （9）で分けて考えた2つの速度。

(11) 動いている物体Aから見たときの、もう一方の動いているぶったいBの速度。

(12) 単位時間あたりの速度の変化。

(13) （12）の単位。

(14) 一直線上を一定の加速度で進む運動。

第１編　力と運動


